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論文内容の要旨

本論文は，核融合炉材料として有望な Nb 及び Ti の水素同位体との相互作用の内，吸収・放出挙動

について研究したもので 本文 7 章よりなっている。

第 1 章は，諸論17，融合炉第一壁材料と水素同位体の相互作用を概説し，本研究の意義を述べてい

る。

第 2 章では，閉鎖反応系内での Ti の軽水素吸収，放出挙動について検討し，従来報告の少なかっ

た閉鎖反応系内での反応速度解析の手法を提唱し，それを適用して， Ti の軽水素吸収・放出速度定数

を測定し，各反応の活性化エネルギーを求めている。

第 3 章では，同様な閉鎖反応系内での Nb の軽・重水素吸収，放出挙動について検討し，第 2 章で

得られた反応速度解析法を適用し， Nb の軽・重水素の吸収・放出各過程に於ける速度定数を測定し，

活性化エネルギーを求め，さらに，同位体効果についても言及している。

第 4章では，従来，全く報告例のなかった中性子照射 Ti の水素吸収挙動をやはり，閉鎖反応系を

用いて検討し，非照射 Ti のそれと比較することによって， Ti の水素吸収挙動のうち，主として，吸

収速度及び溶解度に与える中性子照射効果を指摘，検討している。

第 5 章は，開放反応系内での Nb 及び Ti 中に共存固溶する軽・重水素の放出挙動を質量分析計を用

いて検討したもので 共存固溶状態にある軽・重水素の固溶濃度比と，放出速度との比について，拡

散理論を基礎とした解析法を提唱，適用し，測定結果に合理的な説明を与えている。

第 6 章では，第 2~4 章まで述べた閉鎖反応系内での金属の水素同位体吸収・放出挙動を更に，詳

しく解析するために，新しい反応速度理論を提唱し，それが従来の拡散理論と矛盾なく実際の速度解
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析に適用でき，更に，この理論の特別な場合としで，開放系での反応速度解析にも適用できることを

示している。

第 7 章は総括で，本研究で得られた主な結果をまとめている。

論文の審査結果の要旨

金属材料と水素同位体との相互作用は，最近，核融合炉材料開発研究上の重要な問題点として注目

されているが，金属の水素吸収・放出挙動に関する研究は，まだ，不充分である。

このような観点から本論文では 核融合炉材料として考えられている Nb 及び Ti の軽・重水勲及収

・放出挙動について 主として速度論的検討を行った。

その主な結果は，

(1) 閉鎖反応系内での金属の水素吸収，放出挙動の速度解析の手法を提唱し，それが，実際の Nb 及

び Ti の軽・重水素吸収・放出速度定数の測定に適用できる事を示している。

(2) 上記の閉鎖反応系内での中性子照射及び非照射 Ti の水素吸収挙動を比較，検討し，照射によっ

で，水素吸収速度及び，水素溶解度が，増大する傾向がある事を指摘，考察している。

(3) 開放反応系内での Nb 及びTi 中に共存固溶する軽・重水素の放出挙動を質量分析法を用いて検討

し，共存比と放出速度比との聞に，直線関係がある事を見出し，これを拡散理論を基礎としたモデ

ルを用いて解析している D

(4) 閉鎖及び開放反応系内での金属の水素吸収・放出挙動の速度解析に適用できる理論を提唱してい

る。

以上の研究成果は，原子力工学に寄与する所が大きし」依って本論文は博士論文として価値あるも

のと認める。
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